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オルドスにおける開発と移住
―東勝区における生活再建とコミュニティの階層化―
松　戸　庸　子
1．問題関心の所在と本稿の位置づけ
　改革開放政策への転換が契機となって，中国では 1980年代以降，長期にわたる高度経済成長が
維持されている。外資と西側先進技術の導入に依存した，労働集約型産業や改革開放初期の経済開
放区や経済特区を利用した輸出加工型の製造業の目覚ましい発展と，巨大な労働力人口を恃んだ経
済規模の拡大で，始めは「世界の工場」と呼ばれることもあった。やがてその時代が 20年間を超
える間に，中国への技術移転は静かに，しかし着々と進んで，21世紀初頭には「世界の市場」と
呼ばれるまでに成長した〔日本経済新聞社 2002〕。GDPベースでは，予測よりも早く 2010年には
日本を追い抜いて世界第 2位の経済大国となり，世界第 1位のアメリカの地位を射程に入れる段階
にまで漕ぎつけた。
　こうした中国の短期間の経済成長を支えた要因の一つは開発・再開発を通じた土地の使用権の売
買と巨額のインフラ投資に依存する経済成長モデルであった。特に 2008年に発生したリーマン
ショックによる世界規模の経済不況時に，温家宝を総理とする中国政府は 4兆元（約 64兆円）規
模の巨額の財政出動に踏み切った。大型国有企業の保護と育成を強化し，地方経済への影響が社会
不安を引き起こしかねないために企業破綻を回避するための財政出動のやり方を続けてきた結果，
「中国ではいつ不動産バブルが弾けても不思議ではない」という不可解な状況が 10年以上も続いて
いる。こうした経済成長モデルは地方政府をも席巻し，瞬く間に全国に高速道路網や高速鉄道（中
国版新幹線）網が敷設されて，地方政府が高い成長率を競うと同時に，地方政治の有力幹部は，そ
うした経済成長政策の破綻を目の当たりにする前に，地方の発展の功労者として国家官僚機構の梯
子を登って行くのである。
　習近平政権1）は，政権の 1期目の末期に当たる 2017年 5月に各国の首脳や閣僚を北京に集めて，「一
帯一路」プロジェクト構想を世界に向けて本格的に宣言した。その主要な動機の一つは，国内で飽
和感が漂うインフラ整備の大プロジェクトを，中国とヨーロッパを結ぶ領域にまで拡大し，成長持
1）毛沢東への強大な権力集中が文化大革命という大混乱を引き起こしたことへの反省から，鄧小平指導下で，1982
年制定の憲法では，国家主席の任期は 1期 5年で 2期 10年までと定められていた。しかし反腐敗運動を軸として
一期目の終わりまでに強大な権力を手中に収めた習近平は，2018年 3月の全国人民代表大会で，国家主席の任期
制限制を撤廃するための憲法改正を実現させたのである。
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続の活路を見出すことであった2）。人類史に刻まれるようなこの国の壮大な経済成長実験は緒に就
いたばかりである。
　こうした経済成長モデルに依拠する経済運営が 20年以上続いた頃から，中国各地でその弊害や
破綻が頭を擡げて来た。その一つが本稿が関心を持つゴーストタウン（中国語では“鬼城”）の発
生問題である。河南省の鄭州市，貴州省の貴陽市，天津市の海浜国際新区塘沽開発区，内蒙古自治
区のオルドス市など枚挙に遑がない。
　筆者は，世界的にも有名な上記のゴーストタウンのうちオルドス市での調査研究に関して中国人
研究協力者を得ることができた。そのために当該地域での土地接収の実態，補償金をめぐる攻防や
陳情（中国語では「信訪 /上訪」3））活動，失地農牧民の移住とコミュニティの再構築，移住先での
生活状況や心理状態に関して実態に基づき，いわゆる“ゴーストタウン”の社会の中で実際には何
が進行しているのかに関心を抱くようになった。「間もなく崩壊する」と警鐘が鳴らされ続けて 10
数年たってもバブルが崩壊しない中国社会においては，いわゆる“ゴーストタウン”の社会構造は
西側の概念や認識が通用しない構造特性や機能が発揮されているのではないか，というのが筆者の
素朴な疑問である。
　本稿の狙いは，経験的研究のスタートラインに立った段階で，さまざまの制約から先に情報を得
得ることができたオルドス市―同市が実は世界中から注目を浴びるゴーストタウン康
カ ン バ シ
巴什新区と旧
市街地である東勝区（両区の距離は 23km）の二層構造を持っていることはあまり喧伝されていな
い―のうちの旧市街地東勝区で予備調査を行った。本稿では，情報がほとんどない東勝区―換言す
ると，内外のメディアや研究者からもほとんど関心を持たれていない―東勝区の社会構造や接触す
ることができた移民や転入者の一部から得られた情報の整理をすることにした4）。本稿の目的は予
備調査の整理と今後の本調査のための視角や仮説の作出である。
　本稿のタイトル「オルドスにおける開発と移住」について補足しておきたい。本稿では，いろん
な好条件が重なったことで旧市街地の東勝区で実施できた予備調査の知見を整理し初歩的な分析を
行った。今後は第二次調査をもとに，先行研究を幅広く渉猟してより理論性のある分析を進めた
い。
2）「一帯一路」構想とは中国と欧州を結ぶ陸路（一帯）と海路（一路）のシルクロード周辺地域のインフラ開発で
ある。一路に位置する紅海の南端にあるジプチの軍港の使用権を入手したように，“気前の良い”経済援助で沿線
途上国の従属性を増すことを通じて中国軍の覇権を拡大することも，このプロジェクトの潜在的な狙いの一つであ
るが，2017年にはインド洋のモルディブでインドと中国の小規模な代理戦争のようなクーデターが誘発されてい
る。
3）「信訪 /上訪」は紛争や権利侵害を解決するための国家制度であると同時に，中国民衆の伝統的な法意識の裏付
けを持つ異議申立てのありふれた行動様式である。我が国では〔毛里・松戸 2012〕が，この多岐に亘る問題が絡
む信訪現象に関する研究書の嚆矢である。
4）人口密度が低い行政拠点の康巴什新区での調査のフィージビリティは東勝区に比べてかなり低い。しかも強権で
統制を強める習近平政権の 2期目が始まったばかりで政治状況の不透明性は増しており時宜を待って実施したい。
その実，康巴什新区にはかなりの報道や研究資料の蓄積があるものの，東勝区に関しては，平凡さによるためか，
内蒙古自治区を中心とした大学院生による現地調査も含めて，ほとんど研究がなされていない。これは CNKIで文
献検索を行った結果判明した事実でもある。
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2．オルドス市は複層都市―康
カ ン バ シ
巴什新区と旧市街地東勝区
2―1　ゴーストタウン康
カ ン バ シ
巴什新区：行政とランドマークの町
　オルドス市は東西に細長い内蒙古自治区の南西部に位置し，北はモンゴル人民共和国，南西は寧
夏回族自治区，南は陝西省と境界を接している。オルドスを代表するのは知名度が高く報道や研究
成果が集積する康巴什新区である。まずこの新区の概要を把握しておこう。オルドスはゴーストタ
ウンの代名詞となっているといっても過言ではない。中国では，西側社会の概念やイメージの中に
あるバブルがなかなか弾けないように，ゴーストタウンの実態もこのタームが抱かせるイメージほ
ど単純ではない。
　オルドスのゴーストタウンの側面を初めて西側世界に紹介したのは，アル・ジャジーラ TV局の
記者のメリッサ・チャン氏で 2009年のことであった。世界に与えた衝撃の大きさから，そしてそ
れが破竹の勢いで経済成長を遂げる中国の負の側面であったことから，彼女はその後の 15年間に
わたって中国への入国が許可されなかった〔Shepard 2015: 67〕。それに続いたのが米誌『タイム』
の 2010年 4月 5日号で，「最も殺風景なゴーストタウン」「高層ビル，行政ビル，博物館，劇場，
中産階級の住宅群はあるが，大通りに人影はまばらで，時たま出会う通行人は大災害映画の生存者
のようだ」と紹介した。この記事が世界の注目を浴び，それが中国メディアの関心を呼んで中国国
内でも知られるようになったと言われる〔北村 2011〕。
　それに先立つ 2008年に康巴什新区を訪れた中国人の記者は，この新区の壮観を「草原の煌めく
真珠」と形容し，“康巴什速度”と呼ばれる猛スピードでの都市建設がすすめられたと手放しで礼
賛していた〔杜正行 2008：26―27〕。
　今世紀に入ってオルドス市の成長は目覚ましい。その急成長を支えたのは石炭資源でその埋蔵量
は 171億トンで中国全土の埋蔵量のおよそ 7分の 1を占めるとされる〔殷冠文 2013：3〕。それを
活用した経済成長によって，“小香港”とか“中国のドバイ”とも呼ばれ，2004―5年の石炭価格上
昇につれて市政府は一時石炭産業の発展を促進した〔李莉 2011：50〕。2010年―石炭価格の暴落と
ともに，外国産石炭の輸入によるオルドス石炭の販路の縮小も始まる以前―にはオルドスの一人当
たり GDPは北京や上海を凌駕するまでになっていた。この石炭業に財政面で依存していた政府は
そこから都市の開発や再開発を進め，転居者への補償金の財源とし，立退き住民や経済成長の過程
で獲得した富を炭鉱や民間金融や不動産などのハイリターン部門へと投資したのである〔李
2013：11； 欣超 2014：115〕。
　急速な経済成長につれて都市空間（現在の東勝区のこと）が手狭になったことから，市政府は都
市空間の拡大計画を立てた。当初「新区開発」と「東勝区の拡大」の 2案が有力となったが，東勝
区の水不足，周囲がほとんど丘陵地帯で，石炭の地下埋蔵量も多く，都市拡大が制限されるという
理由から，2004年に康巴什新区の開発が決まった〔殷冠文 2013：5〕。2010年までの新区へのイン
フラ投資は 75.2億元で，市と新区の財政負担が 54％，土地譲渡料金が 18％だった（都市建設投資
会社融資が 19％，中央政府と内モンゴル自治区政府の補助金はそれぞれ 15％と 5％であった）〔殷
冠文 2013：5〕。
　まず 2003年からインフラ整備が行われ（幹線道路，熱供給プラント，ガス工場，浄水場，汚水
処理場，道路緑化，公園，市庁舎，商業文化広場など），2007年からは建物（劇場，文化・芸術セ
ンター，展覧センター，新聞センター，博物館と図書館の 6大ランドマークと新区病院，北京師範
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大学オルドス付属中学など）が相次いで建設された。
　同時に市政府は積極的に企業誘致を行った。税制面，土地使用の優遇措置，大型商業店舗に対し
ては金銭面での奨励を行ったほか，機器製造とハイテク企業誘致の促進のために，企業へ炭鉱を配
分する政策もあり，実際に華泰自動車会社が誘致された。さらに，ホテルも立地し，ホテルヒルト
ンは 4.5億元（およそ 90億円）の投資をしている。また，ゴーストタウンの名前が世界へ発信さ
れる要因ともなるのだが，不動産開発業者が多くの高層住宅ビル群を建設した。
　では，なぜ康巴什は“ゴーストタウン”になってしまったのか？　オルドス市の当初の計画では
人口 100万人都市を目指していたが，実際に東勝区から康巴什新区へ転居した住民は 7万人のみで
あった〔Shepard 2015: 68―69〕。現在では全国から集まった外来人口を含めてもまだ人口は 30万人
しかいない。もともとマンション居住者は少なく康巴什新区は日常的な生活の拠点としての魅力に
欠けるため，ビルや公園などのランドマークは整備されたものの開発から 10年経った今も人口は
計画の 3分の 1にも達していない。東勝区とは 23kmの距離しかないために，市民は東勝区に住ん
でマイカーで通勤する人が多い。
　資源依存型都市の康巴什新区は 2011年の下半期から開発業者が当地でのビジネスに見切りをつ
けオルドス市から撤収を始めた時期もある〔 2012：76〕。石炭資源依存で都市建設を開始した
ものの，10年も経たない 2012年下半期からの時期に石炭価格の暴落が始まり〔 欣超 2014：116〕，
中国の株価が暴落した 2014年前後のオルドスは他の地方と同様に厳しい経済環境に置かれた。
　オルドス（康巴什新区）を「地方政府主導型」の都市形成の典型とみる地理学者の殷冠文の提言
は，この都市の持続可能な発展のためには，不動産投機への規制，東勝区や周辺部農村住民の移住
の誘致，産業と人口集積を促進するさらなる地元政府主導の開発事業の発展政策である〔殷冠文
2013：13―14〕。他方，イリノイ理工大学で教鞭をとる杜一同はマサチューセッツ工科大学の李義徳
の実験成果をもとに，オルドスのような純資源型で大量の電力を使用する都市にとっては，大型工
業のほかにクラウド計算のデータセンター，電気自動車による無人自動車，太陽エネルギーなどが
新たな発展のチャンスと就業機会を生み出すとして，斬新な活路を提起している〔杜一同 2017：
25〕。オルドスは不動産バブルの崩壊や深刻な経済不況はまだ経験しておらず，この論考の後半に
収めた住民の声にもあったように，2013年前後の経済の急劇な減速で少数の自殺者は出たものの，
住民たちは不動産への投資の怖さを目の当たりにして金融商品に対して慎重になり，堅実な資産運
用の方法に目覚めたようである。2017年の 3月下旬と 8月下旬に筆者は当地を訪問したが，緑化
は進み町並みの衛生も十分であった。建設の止まったマンションやまばらな街並みが今後どうなる
のか興味深い。
2―2　旧市街地の東勝区：生活区拠点の門前町 /役所町
　東勝区は，面積 2,137km2，人口 252,611人（2000年）で，2001年にオルドス市が設けられてか
らは市轄区となっている。オルドス市が設けられる前，東勝区は東勝市だった時期もある。つまり，
今世紀になって突如出現した康巴什新区と違い，東勝区は長年に亘ってこの砂土地域の中のオアシ
ス的な町だったのである。
　この東勝区ではかつて，1954年に伊克昭（イフ・ジョウ）盟5）の行政公署の弁公室の建設が始まっ
5）「盟」とは内蒙古自治区の行政区画で，1985年現在 8盟あり省の「専区」該当する。ちなみに行政区画の「旗」
は「県」に相当する。
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た。つまり，1949年 10月 1日に北京を首都として成立した共産党政権による“解放”まで建国後
数年を要したことがわかる。ここはもともと門前町であった。伊克昭（イフ・ジョウ）の「昭」は
「召」のことで，「召」は寺の意味である。東勝区はもともと，砂漠地帯にあって，チベット仏教へ
の帰依をする民衆の小さなオアシス―経済的，宗教的―だったのである。役所に当たるこの行政公
署弁公室が置かれたのは同区 拉特北路 4号で，同区のやや東よりの中央広場横で，2017年現在
では新華書店の向かい側である。
　2001年になると，国務院の批准を受けて伊克昭盟という行政単位を廃止して地級市（県級市の下）
であるオルドス市が設けられ，市政府（市役所に相当）が 2007年に康巴什新区へ移るまでは，オ
ルドス市人民政府は東勝区にあり，伊克昭盟時代の行政公署の弁公室がオルドス市人民政府の弁公
室となっていた。この建物は 2011年 9月には「オルドス革命歴史博物館」となったが，20世紀 50
年代の典型的な建築様式を今も保存している6）。東勝区の市街地はかつての小さな「県城」で，お
よそ 100年の歴史を持つとされる〔杜一同 2017：23〕。
2―3　東勝区の高度経済成長，過酷な生態環境と移住政策
　筆者が昨年 8月下旬に参観した東勝区在住の移民たちが居住する区の生態特性，社会経済的特性
や移住政策について概略をつかんでおこう。
　「オルドス市地図―オルドス市資源情報地図」を一目見ただけで，東勝区は「東勝炭田」という
言葉があるくらい，多くの炭鉱や石炭関連企業が林立する。石炭や天然ガスなどの資源依存型開発
は，2003―2004年の石炭価格の暴騰や，「西部大開発」が 2002年―同年 11月開催の「十六大（中
国共産党第 16期全国代表大会）」で胡錦涛体制が始動した年―以降に本格化する中で，不動産投資
やインフラ建設産業の急成長によって，2012年までの 10年間で驚異的な成長を遂げた。東勝区統
計局職員の郝 男は以下のデータを公開している。
6）この説明は「オルドス革命歴史博物館」（かつて伊克昭盟の行政公署が次にはオルドス市政府弁公室が置かれ
2017年 8月末，見学は拒否された）玄関横の掲示欄を参照した。
表 1　東勝区の目覚ましい経済成長の指標（2002―2012）
2002年 2005年 2009年 2012年 2002年～ 2012年
域内総生産 GRP（億元） 56.30 136.48 507.40 850超 年平均成長率 22.7％
一人当り生産総額（元） 141,310
2002年比 7.12倍
年平均成長率 21.7％
区財政総収入（億元）  6.96 211,95
2002年比 29.45倍
年平均成長率 40.7％
固定資産投資総額（億元） 13.35 602.61 2002年比 45.1倍
一人当り可処分所得（元） 34,719 2002年比 4.98倍
居民一人当り消費支出（元） 31,379 2002年比 5.63倍
百世帯当り車保有数（台） 6 63 2002年比 9.7倍
（出所：郝 男 2014：14―15）
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　しかしそれに先行する時代の東勝区は砂漠化の進む寒村の一つであった。東勝区林業局職員の紹
介によれば，約 2200km2の土地面積を持つこの区は，歴史的にはや林や草が茂り山は緑で水の豊
かな地方であったものの，近代になると気候変動や人口増加によって，林や草の被覆率が不断に低
下し，生態環境は悪化の一途をたどった。新中国の建国後は“糧食を根本となす”の方針と伝統的
な農業経営モデルのせいで，東勝区の農牧業生産経営は“貧しくなるほど耕し，耕すほどに貧しく
なり，土地が荒れるほどに放牧し，放牧すればするほど荒廃する”という悪循環に陥り，生態環境
の悪化と経済・社会発展の緩慢さが続いた。水による土壌の流出で土地の総面積の 95％が失われ，
黄河中流・上流域で土壌流失が最悪の地区の一つとなっていた。
　80年代までは，国家的な植樹造林の掛け声に答えて造林を目指したが，一般大衆の理解が少な
いために“農耕を広げて薄利を得，妄りに開墾と牧畜を行う”やり方で，“管理・整備する一方で
破壊をする”という事態が生まれ，生態環境の悪化と貧困が 80年代までずっと続き，貧困はずっ
と東勝区の人々に付いて回った〔丁志光 2010：8〕。
　それからようやく“耕地を減らして林に戻し生態環境保護のために別の土地へ移住する（退耕還
林と生態移民）”の道を東勝区の農牧民が歩み始めたのは 1997年からである。生存条件が悪い地区
の農民の転業や村を挙げての転居を進めてきたのである。政府は宣伝教育，技能訓練，就業指導，
社会保障，移民団地（移民新村）の建設や後追いサービスなどの多方面からの施策を通じて，生存
条件の劣悪な地区の農民の移住を促進してきたのである7）。我々が出会った移民の一部は石炭を掘
り出すための立ち退きであり，いわゆる“生態移民”の人たちであった事実がつかめた。
　砂漠化の進む丘陵地帯に位置する東勝区8）は，気候の変化，人口増加ともに，新中国建国以降の
50年近くに亘った，いわば“略奪的農牧業”によって，土地は疲弊・荒廃し，砂漠が進行してい
たのである。実際のところ，オルドス市土地調査計画院のシニアエンジニアで副院長を務める王文
才によると，東勝区の未利用の土地は 38216.51ヘクタールで，東勝区の総面積の 15.12％に当たる。
すなわち，85％はすでに何等かの形で社会経済活動が行われていることを示す。未利用の土地とは
農業用地と建設用地以外の土地で，草地，塩分・アルカリ土壌，沼沢，砂地や裸の土壌，まだ利用
されていない河川水面，湖水面と内陸の干潟のことを指す〔王文才 2017：162〕。
　東勝区はいわば砂漠の中のオアシスで，オルドス市が今世紀初頭に始まる高度経済成長で富裕化
の道を邁進する中で，複数のタイプの移民（就業のための新天地を求めて他の省を含む遠隔地から
の移住者，開発や再開発による立ち退き者移住者や“生態移民”と呼ばれる移住者）が顕在化した。
これらの 3種の人口がこの区に集積しているわけで，それぞれの特徴を持つ生活を展開していると
思われる。次章では，こうした関心から得られた予備調査の知見を整理しておきたい。
7）『内蒙古林業』に掲載された郝 男の論文〔郝 男 2014：14 ― 15〕は秀逸で，東勝区の自然の変化や，農牧民の
盲目的な経済活動や社会主義初級段階の非科学的な政策が長年に亘って地域の生態破壊を悪化させてきたこと，政
策的な移住（移民）の必然性について客観性を以て説得力の富んだ解説を行っている。
8）東勝区はオルドス高原の中東部にあって海抜は 1269m～ 1584mの盆地状の町である。毛烏素砂地の延伸地帯で，
風による砂漠化が深刻である〔王文才 2017：161〕。
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3．調査の概要
調査時期：2017年 8月 23日～ 25日
調 査 地：東勝区中心部，区北側の周辺区および西郊外地域の某鎮の中の移民コミュニティ
調査対象：①中産階級の生活実態と意識
　　　　　②遠隔地からの移民と転居者
　　　　　③近隣地区からの移民
ポイント：家族・親族構成
　　　　　家族の職歴や学歴
　　　　　日常的生活実態
　　　　　故郷との関係
　　　　　現在の居住地への満足感
①は研究協力者の故郷（内蒙古自治区の東端にあり，オルドスから 1400kmの地）の知人（東勝区
在住）と東勝区で知り合った友人で，②は知人の紹介で集まった 5名の老婦人。
③は東勝区郊外の鎮にある移民小区を訪れ，木陰で休む 2名の老婦人に研究協力者のみがモンゴル
語で話を聞いたものである。したがってすべては有意抽出である。
4．東勝区における予備調査の知見
実施日時：2017年 8月 23日～ 25日座談会方式によるフリートーク
内容要点：
Ⅰ：早期転入の成功者の事例（2例）
Ⅱ：S街道弁事処 B移民区（情報宣伝欄）8月 24日午前 10：15頃
Ⅲ：東勝区周辺地区の周辺区居住者：5名の農村出身女性（すべてが通 市出身）
Ⅳ：移民居住区 H田園都市住民：東勝区に帰属するが康巴什新区との中間にある移民居住区
4―Ⅰ：早期転入の成功者の 2事例
4―Ⅰ―A：T氏（43歳）のケース＝早期移住，堅実な成功者のケース（2017/8/23/午前に宅を
訪問）モンゴル人男性，1974年生まれ，故郷は 1400km離れた東部（Y氏故郷まで 100km）
住居：
3軒目，2017年末から居住予定の 220m2のマンションは華府崚秀小区（会社の命名），治安が良く，
東勝区中心にある高級マンション群の一部屋を購入。
前歴：
20年前（1997年）に東部（Y氏の実家から 100キロ）から移住（オルドスから故郷まで
1400km）
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前職：派出所勤務→「希望が持てない，発展のチャンス無い」と見切りつけオルドスへ来た。オ
ルドスへ来て，市長の運転手となるが，それもやめて今は自由業で東勝区の富裕層。市長の運転
手時代は，ある種の役得があった（筆者注：仕事柄，市の上層部の情報や人的ネットワークを形
成したと推察される）。
故郷は貧しく多くが出稼ぎに出ていた。やる気のある人は最初は肉体労働でも一歩一歩技術を身
に着ければ社会的に上昇していける。
→成功者 T氏の持論：「オルドスが特別ではなく努力と自信さえあれば中国のどこでも実現可能」
ジョブホッピング：
1997年以前：始めは半農半牧を 4～ 5年ほどやった
 ↓ その後，派出所の警官
1997年（23歳）東勝区へ移住：オルドス市長の運転手となる
現在：自由業（ 活就 者）
父 母
姉（公務員）
← 同居（以下同じ）
本人
高校生（娘）
43 歳43 歳
妻
図 1　家族・親族構成
・本人夫婦とも 1974年生まれ。
・妻（病院勤務医師）とは同郷（鎮が同じ），中学校時代の同窓で，人の紹介で結婚
・自分の両親には購入した家を提供，両親も東勝区在住。
・妻には 3人の弟。1人は大卒で康巴什新区で都市管理の仕事に就いている。別の弟が故郷で両
親の面倒をみている。
・高校生の娘には漢族との結婚も許す。娘が決めた男性ならそれでよい。オルドスでは蒙古族と
漢族は対等に生活しているから。
住宅：
3軒所有 a．故郷から呼んだ親を住まわせる
 b．現在家族で居住する 120m2
 c． 2017年末に転居する 220m2（現在内装含めて入居準備中：8月末には内装も終わり，
ベッド，応接間やキチンのテーブルなどはすでに搬入済）
住宅のレベルの向上：
1997年～ 2005年は賃貸住宅
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1200元 /m2を 15万元で購入
45万元（住宅 24万元，内装 15万元，家具 /家電で 5万元）
10年ローンを組んだが 5年で返却（この時期にオルドスへ来た人は皆，住宅を購入した）
2017年 12月～ 220m2を 60万元で購入（内，家具が 20万元）（華府崚秀小区＝伊泰集団による
命名，治安が良い地区で 10棟以上のマンションが立ち並ぶ，地下倉庫や駐車場は別途 10万元）
220m2の住宅の経費：
住宅価格：当初は 14000元 /m2 （これで購入した人は不満と怒りをいている，しかし得をした人
への嫌がらせは無い）
　　　　　2016年 3900元 /m2で購入した
　　　　　2017年 7000元 /m2に値上がり
建設は 7，8年前に始まり完成していたが 20戸が売れ残る。
業者が投資して金が回らないと物（住宅）を提供したりする。
2016年のお買い得物件の話は工商銀行務めの友人から聞く（感想：一種のインサイダー取引か）
固定資産税：
2018年導入（法律制定とは聞いていない）
1軒目は無税で 2軒目・3軒目は税率が高い（庶民は戸籍を分割して家族に住まわせ税を逃れる）
80m2/人までは非課税
物業公司（住宅管理会社）：
・購入後，内装をする前に物業（ビル管理会社）が来て補償金を取る。
　新しい住宅で瑕疵があったケースは聞かない。
・業主（部分所有権者）委員会とは管理組合のこと
　物業会社に払う費用＝ 3.2元× 223m2/月× 12カ月（120m2の住宅は 0.8元 /1m2）
・業主（部分所有権者）委員会と物業公司の矛盾は稀である。
　（Y氏：問題があって物業公司を替えたら状況が良くなった）
・開発業者と物業公司（住宅管理会社）が同一のことも別会社のこともある。
理財商品に対する T氏の考え：
Q「東勝区，康巴什の理財商品を買うか？」
A  「買わない」「信じない，第一成功者も少ない。個人の目的・責任に基づくもので，オルドス
では政府は助けない。」
Q「発展を信じているというなら矛盾ではないか？」
A「住宅を買うと賃貸や転売ができる。証券類は買わないことにしている」
オルドスの生活：
香港，マカオや北京はリズムが速く，プレッシャーが大きい。
オルドスはゆっくりしている，学校も会社も 12：00～ 14：30は昼休み時間
　　　　　　　　　　　　　　8時間を超えると残業扱い。
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ただ，気候は寒く，最低では零下 24℃になる。
（別の若い女性大学教員別のところで話す：「オルドスは水が悪い，黄河から取水している」
康巴什新区への見方：
政府の所在地で公務員が多い。あちらの方が東勝区よりも発展しているが不便だ。マンションは
売れているが，多くの人は居住せずに東勝区に住んで通勤している。将来的には発展するだろう。
オルドスの産業：
製造業は大手が 4，5社，吉利（国産の自動車会社）も来ている。部品組み立て基地には日本の
技術者も来ている。
“招業引資”（企業招聘資本導入）がオルドスの基本方針で，メリットは土地の広さと環境の良さ。
4―Ⅰ―B：K女史（42歳）のケース：苦労の末に夫と自営の広告会社を経営する。2017/08/24夜，
約束の時刻に 30分以上遅刻，上海通用を運転してきた，面談場所のホテル（東勝区の真ん中）
が見つからなかったと言う。
2016 年
死去 母
姉（日本国京都市在住）本人
14 歳（息子）
42 歳44 歳
夫
図 2　家族・親族構成
・本人は 2000年の結婚でオルドス市へ転入。
・子供の養育時，親のサポートは少なかった。
・両親とも農民で，父は 2016年に病気で死去。
オルドスへの移住：
・2000年に結婚を機にオルドスへ来た。彼女のオルドス転入を機に夫は会社を辞めて独立して
今の広告代理店を立ち上げた。
・夫との起業：夫は通遼の科左后旗の出身で蒙古林学院（蒙古農業大学の前身）の卒業。1996
年から 2年間フフホトで設計の仕事。のちに農業院と合併される。深圳の会社（Yazhou公司）
のオルドス事務所に派遣された（国内でオルドスだけに事務所が無かった）。その関係でオル
ドスへ 1999年に来て，1年後に結婚を機に独立して広告会社を起業した。
・会社の業務：広告代理店として広告設計，印刷。機械は日本製。起業当初に購入した機械は 1
万元で頭金として数千元払った（姉から千元借りた）。その返済もあって創業当初は辛酸を嘗
めた。中国国内の金融危機の 2013年～ 15年を苦労して乗り切り，今（2017年）はまずまず。
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・（「オルドスへ来ることに不安はあったか？）の質問に対して，広告関係の設計・印刷関連の会
社はオルドスに当時 1社しかなかったので，チャンスはあると思った。しかも，すでに 1年間
働いた経験があり起業 /独立に対して自信があった。
実家：
興安盟烏蘭浩特市阿尓山旅游区。
旅游区になったとたんにホテルの宿泊料金が暴騰して，1泊 128元が 800元へ値上がりした。
自営の広告業の浮沈（2000年～ 2017年）：
・2000年：個人経営の広告会社を立ち上げた。
　　夫が営業（顧客探し，コネ作り，食事の席も設けた）
　　妻の自分が管理（事務，会計）と設計（デザイン），主に会議のパンフレットを作成
　　　ビジネスのノーハウを 20数人に教え，そのうち 10数人が独立した。
・2003年「西部大開発」の勢いが増したのは 2003年頃。
　初めから順調ではなく，食べ物に事欠くような苦しい時期もあった。
　起業当初に購入した機械は 1万元で頭金として数千元払った（姉から千元借りた）。
その返済もあって，0.5元（約 20円）の餅（ピン bing）（お好み焼き味で薄いクレープに類似
した北方の伝統的なファーストフード）で 1週間食べ繋いだこともあった。
・ 東勝区は以前は伊克昭（“召”とは“寺”の意味で門前町のこと）と呼ばれ，1954年にここに“盟”
（盟とは内蒙古自治区の行政区画のことで区に相当）の政府が置かれた。東勝区は今では地級
市に昇格した。
・ 2013年～ 2014，2015年の苦境：金融危機（株価暴落）でものすごく苦しかった。その前と比
べて 20％～ 30％業務が減った。政府関係の仕事も減った。
副業としてバーのようなスナック（「ミルクティなどを提供」。筆者注：バーの類かと推測））
表 2　オルドスの発展とともに成長した自営の広告業ビジネス
年 ファミリーイベント オルドスや外部社会の情勢
2000 結婚，オルドス転入，広告業で独立経営 立ち遅れた町
2003
急に発展が始まる，まさかこんな発展すると
は思わなかった。
「西部大開発」の掛け声に弾みがついたのは
2003年頃　から。
2008 リーマン・ショック
2013 業績悪化
2014 スナック店経営（2年間） 金融危機（株価暴落）
2015 その後 10万元でスナック売却
2017
経営上向き
離職した従業員も復帰
景気回復
｝
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を従業員を 3人雇って 2年間経営した。客層は 35歳～ 50歳くらい。収支はトントンだったが，
夫は反対だった。店の権利は 10万元で売った。こうした経済不況の時，他の人で副業に手を
出した人は少ない，あれをやってもダメこれをやってもダメという状況で，当時は自殺者もか
なり出た。
・ 広告会社の従業員で他所の会社へ移った人もいたが，景気が持ち直して 2017年にはまたうち
の会社へ戻って来ている。
住宅資産（分譲マンション）：
・ 購入して 3年経って建築が止まった。開発業者は逃げた。政府は資金を提供して新しい業者を
探し出した。結果的には 3年遅れて購入後 6年～ 7年後に建設が終了した。
開発業者と険悪な雰囲気の中で交渉を進めていた時には記者会見を開いたり，業主（区分所有
権者のこと）からなる居民委員会（町内会のこと）は信訪局を通じて政府に問題解決や救済を
求めたりした。団地は 1000人以上の規模だったので，自分は「いつかは解決されるだろう」
と考えて，仕事が多忙でもあるので，自分は信訪（陳情）には加わらなかった。
・ 今マンションを 2部屋所有。1部屋は結婚前に居住していたフフホト市にあり，賃貸に出して
いる。東勝区の現在居住するマンションは 120m2の部屋を 2006年に 2200元 /1m2で購入した。
今なら 4500元～ 5000元 /1m2で売れる。2017年に入って価格が上昇しているから，4000元 /
1m2以下では売らない。
総理の活動方針の談話とその影響：
・ 李克強総理は活動方針で以下のように語った：「国民の不満がたまっているのはわかるが，地
に足の着いた経済をやっていくべきだ」と。
・ 住宅の転売で儲けようとしてきた人がいる。李総理の談話は現に影響が出ていて，ローンを組
んで 5軒 6軒も購入した人は，物業費（共益費）の負担が重くのしかかっている。借金をして
転売を考える人もいるくらいである。オルドスでは借金をして投資する人は減った。痛い目に
あって堅実になったからである。
不動産売買の被害者救済方法：
・ マンション購入しても物件が完成しない団地も発生している。被害者に対して補償金として政
府が国庫券（クーポン券）を支給した。それは 5年後からしか使用できない。国庫券が欲しく
ない人には車が 3年後に支給される方式だった。国庫券は 5年後からしか使用できない，すぐ
に換金したい場合は債券の 75％で売却することができた。
経営経験からみるオルドス経済：
Q：経済成長が鈍化すると広告業もその影響を受けるか？
A： 会社の成長期（2000年代前半）には支払いをせずに逃げた取引先もいたが，今は経済規模（量）
は下がったものの，全体に堅実になり，受注したら売り上げは回収できる。オルドスの産業
は製造業は少なく不動産業が主である。そもそも経済活動そのものの資源が少ない土地であ
る。自分の会社も伊泰建築公司が破産しかかったときに掛け売り金を回収できない可能性が
あったが，政府がこの公司を守ったので，うちの会社も助かった。
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Q：今後も政府はオルドス経済の屋台骨である伊泰建築公司を助けると思うか？
A：当然助けるはずだ。もしも倒産すれば政府のイメージがダメージを受けるから。
Q： （コメント）同じことは日本でも発生している。広島市で自動車のマツダが経営不振に陥っ
た時に，中国地方全域の経済がダメになるので地方政府はマツダを支援した。
・ 会社の取引先は TV局，学校，新聞メディア，不動産会社の伊泰建築公司などの大手ばかりで，
今も小さいところは相手にしていない。取引先には役所 /政府もあるが「信用していない」な
どとは噯（おくび）にも出さない。
子供の養育や将来展望：
・ 一人息子は基本は自分で育てた。自身の母が半年，夫の母も半年間にわたり面倒を見てくれた
が，彼らはどちらも農民で此処の生活に馴染めなかった。息子は 1歳半で個人経営の幼稚園に
入れた。こうした親世代のサポートを受けないのは普通ではなく稀なケースである。
しかし，子供世帯の支援で北京へ行った老人たちもすぐに帰郷するのは珍しいことではない。
食べ物の味も口に合わないし，生活に馴染めないから。
・ 息子に自分達夫婦のビジネスを継がせたいとは思わない。逆に自分で創業してほしいと考える。
親が積んだ経験，たやすく子供が理解できるものではない。でも，こうした考えや性格はこの
地では特殊な部類に入る。
・息子の嫁：モンゴル人が良い。その後では，「モンゴル人でなくても良いが」と付言。
生活保障：
・社会保障には加入していない。保険料は支払っていない，もらえる金額が少ないから。
その代わり商業保険には加入している。なぜかというと，社会保障は信用していなから。政府
に財源が無いとおしまい，支給してくれない。
・ 年金や医療は自分で解決のために貯金している。息子に面倒をかけたくないから。こんな考え
を持つようになったのは，農民の父母を見ていて年金も無く可哀そうだから。昨年（2016年）
父が病気で他界したが年金も無く子供に頼るしかなかった。年金が無いから病院にも行けない，
その後，娘である自分が病院へ入れたが既に手遅れだった。こうしたことから自分の始末は自
分でやらなければならないと強く感じるようになった。
生活への満足度：
・オルドスに誇りを持っている。この地は康巴什も含めて魅力的である。
・ 自分の生活レベルは「中の中」（「上の下」とも言えるかもしれない，と言い直す）。
4―Ⅱ：S街道弁事処 B移民区（通りすがりで掲示物撮影：2017年 8月 24日 10：15頃）
B移民区紹介：
・ B移民区は普恵街道 1号に位置し，2008年に建設工事が始まった。敷地面積は 199,800m2，建
築面積は 138,000m2で，住宅面積は 109,305m2である。この小区には 38棟のビル 109の単元
で 1,266世帯が居住可能で，倉庫（物置き）は 7か所 95世帯分ある。現在 1,235世帯 3,089人
が居住する（筆者注：1世帯平均 2.5人）。小区には共産党員が 53人いる（住民 58人に 1名の
党員）；生活保護世帯は 36世帯，障害者が 73人生活する；登録済のボランティア 308名を擁
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する。小区の物業（アパート管理）はオルドス市恒峰サービス有限会社が管理し，ネットワー
ク化された党グループ，業主会（区分権所有者委員会）は共に選挙によって成立する。
　掲示板の下部には，党グループの組長や党員中心世帯の氏名と電話番号が明記してある。
住民公約（すべて漢字 4文字）
祖国を熱愛する，東勝を建設する，改革し刷新する，職業を敬い社会に貢献する，公を奉り法を
遵守する，信用を重んじ義を尊ぶ，人助けを楽しみとする，義を見て勇気を出す，教師を尊び教
育を重んじる，老人をいたわり親族を愛する，秩序を守る，環境を愛護する，科学を崇拝する，
衛生に努める，無償サービスを行う，礼儀正しさに努める，勤労し節約する，謙虚で寛大，真実
や誠実を広く愛する，思想は包容力を持たせる。
住宅小区の文明建設を推進し，都市の管理レベル向上 3年行動：
意義：多くの市民から最も強く出された問題から始め，1期 3年の文化的な住宅小区（コミュニ
ティ）の創立の推進，都市管理の質向上活動，小区を一層清潔にする努力をし，市民を一層文
化的にし，システムはより充実させ，刷新された東勝，信頼できる東勝，幸福な東勝の建設に
力を注ぐ。
任務：オルドス市党委員会第三期第五回と第六回の全体委員会での質を備えた都市建設に関する
重大な戦略部署の建設をさらに徹底し，三年の時間を用いて住宅小区の過去から引き継いだ問
題の全面解決，住宅小区の不動産管理水準の向上，文化的な住宅小区の設立の全面向上を通じ
て，住宅小区の質を向上させて，質を備えた東勝建設の全面的促進を行っていく。
方法：文化的な住宅小区の創建活動を全国文化都市成果にしっかりと同調させ，住宅小区文化創
建を，過去から未解決問題の解決と結びつけ文化的な住宅小区の創建を不動産管理の向上と結
びつける。
目標：2018年までに，“3つの全面カバー”：一つは社区（コミュニティ）の党組織の 365項目の
詳細サービスを展開し，党の建設活動を住宅小区にまで伸ばし，住宅小区の党建設活動の全面
カバーを実現する。二つは文化都市創建の成果を堅固なものとし，市民の文化的資質を必ずや
向上させ，住宅小区全体の環境，秩序，道徳を近隣関係と共に普遍的に作り上げ，大衆の生活
は一層調和のとれたものとなり，文化的な住宅小区の目標達成の全面カバーを実現する。三つ
目は，住宅小区とセットになったインフラを整備し，過去からの未解決問題を適切に解決し，
住民自治意識を高め，アパート管理サービスの専門業者委託のカバー率 80％以上を達成し，
基本的なアパート管理サービスの全面的カバーを実現する。
4―Ⅲ：東勝区周辺地区の居住者：5名の農村出身モンゴル族女性（すべてが通 市出身）
2017年 8月 24日午前 10：25～ 11：50（転入あるいは一時居住老女にヒアリング）
・今回集まった 5名（Cの夫，Bは孫も同席）はいずれも通遼市の農村部が故郷。
　それぞれ別の団地に住むが，“微信（音声と文字）”の連絡を通じて集まった。
4―Ⅲ―A　女性（58歳），夫（62歳）は故郷で生活。故郷は科左中旗。
・中国語が喋れて，オシャレ（真珠のネックレスを身につける）。アパートの 9階に住む。
・ヒアリング 90分の間に 2度自分から歌を披露（モンゴル人は歌を披露する人が多い）
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図 3　家族・親族構成
・本人 58歳，孫の面倒見るため 5年前転入。
・夫 64歳（蒙古人だが氏名はチベット名を使用）
　　故郷の長男と同居。
ノスタルジー：
・ 2012年に東勝区へ転入。娘（35歳）が大卒でこの地で就職し孫息子の面倒を見ているが，必
要なくなれば故郷へ戻りたい。
・ 「中国の発展はすごい」でも「農村の方が肉や野菜が良い，飼料が良いし農薬も未使用で安全
だし，生活も便利」
4―Ⅲ―B　女性（63歳），夫（68歳，東勝区内で清掃に従事）故郷は科左中旗。
・中国語が話せる。アパート 3階に住む。
7歳くらい
36 歳 37 歳
本人
63 歳68 歳
夫
図 4　家族・親族構成
・本人 63歳。まず長男の子の世話で 2011年に転入。今は次男（36歳）の家に同居し孫娘の世話。
・夫（68歳）は東勝区で清掃に従事。
家族の移住史：
・ 長男（37歳）が 2000年に東勝区へ転入。女性は 2011年に孫（長男子）の世話で東勝区へ転入
　今は個人経営（个体 ）で車の部品の販売店を経営する。
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　2000年に当地へ来たのは，政府の「西部大開発」政策に鼓舞され紹介もなく一人でやってきた。
　 2000年～ 2010年は車の部品を扱う会社でアルバイトをして，その後に自分の店を持った。母
親たる自分は，長男は中学も卒業しておらず，心配でその出稼ぎに最も強く反対した。
・ 次男（36歳）高卒で，エレベーターの修理技術を学習中（故郷には希望が無いので東勝区へ
転入）
4―Ⅲ―C　女性（68歳）。夫（67歳）故郷は科左中旗。長女と一緒に 1995年頃に転入，すでに
20年以上になる。アパート 6階の部屋住まい。夫婦二人が同席。移住後 20年の古株。
16 歳
本人
68 歳67 歳
45 歳 46 歳
20 歳
夫
図 5　家族・親族構成
・妻（68歳），夫（67歳）。長女の転入と同じ時期にオルドスに来た。
・長女（46歳）は高卒で，公務員。
・長男（45歳）は中専卒で，今はオルドスで个体 （個人経営）で自動車販売店を経営。
移住の動機は孫の世話：
・長女（46歳）は高卒で，公務員。環境衛生管理の部門で働くが，コネで入庁できた。
　孫の面倒を見るために来た。
・ 長男（45歳）もオルドス在住で，中専（中卒で進学する）を出て，来る前は故郷で一時仕事を
していた。オルドスでは，始めは自動車販売の会社勤務だったが，今では個人経営（个体 ）
で自動車販売店を経営している。
・孫（長女の子供の次は長男の子供）の世話が終われば，老夫婦だけの生活となる。
・皆そうだが，子供がオルドスへ移住してきたから，仕方なく親である自分たちも移ってきた。
・故郷の家は全部売却した。しかし懐かしいので年に 1～ 2回故郷を訪問する。
4―Ⅲ―D　女性（66歳），夫（10年前：2007年に他界）。故郷は科左后旗。
・ 年齢からすると高学歴で年金も多い。夫が死去した後，次男のオルドス転入から 8カ月後に孫
の世話でオルドスへ来た。
松戸庸子 41
2007 年
死去
41 歳
本人
33 歳
66 歳
1 歳 5 歳16 歳
図 6　家族・親族構成
・本人 66歳，高卒。
・夫は 2007年に他界。その後孫の世話の必要から 2011年にオルドス（東勝区）へ転入。
職と孫の世話が決める居住地：
・ 高卒で，故郷の近くの科左蘇林旗（鎮）で 1971年～ 89年まで，文化センター勤務。年金を
1カ月 4000元もらっている。5名の中で，唯一，科左后旗出身の人。
・ 長男（46歳）は通遼市の別の旗（鎮）科左后旗で通遼市保険会社勤務。子供 3人のうち末の 2
人は 9歳になる双子で，嫁の親が孫の面倒を見ている。
・ 次男（33歳）は 2011年 3月にオルドスへ来た。母（本人）の兄弟（オジ）の世話でオルドス
に来て，不動産会社で契約工（合同工）を 5年務め，契約更新できた。2011年 11月には母（本
人）も孫の世話で転入。今は 2人の孫の世話を毎日している。
4―Ⅲ―E　女性（51歳），夫（54歳）。故郷は科左中旗
本人夫婦は比較的若い。娘一家は故郷で半農半牧に従事しており，このままオルドスに住み続け
るのか疑問が残る。
本人
婚約中
6歳
27 歳 29 歳
54 歳 51 歳
図 7　家族・親族構成
・本人 51歳，夫 54歳。
・オルドスで婚約した長男のうちへ 2017年春から夫婦で同居。
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・娘（27歳）は故郷で半農半牧に従事。
・夫は今，東勝区へ遊びに来ていた孫娘（娘の娘）を家まで送りに行き不在。
長男・嫁の転勤でオルドス在住は一時的？：
・ 長男（29歳）は東勝区へ来て 6，7年になる。婚約をしたこともあって自分達老夫婦は 2017
年春に東勝区へ来たばかりで，長男の家に同居している。実家の家はまだ残っている。
・ 長男の仕事：炭鉱会社で 5，6年の間，契約工ではないが下請けをしている親方（A）（オルド
ス在住の漢族）の下で働いていた。長男も実際に坑道に入って掘ったこともある。この親方と
いうのは，以前は不動産会社を経営していたが倒産して炭鉱経営に転換した人である。この親
方の友人（B）であり同時に親方の下で働いていた人物（B）が，長男にオルドスでの仕事を
紹介してくれた。この B氏と長男は一心同体といえるほど仲が良く，老親としては何ら心配
をしていない。
・ 長男の婚約相手の女性は公務員試験に受かったので，フフホト（呼和浩特）市へ長男も転居す
ることになるかもしれない。
5人の共通側面：
・ 日常のルーティーン：孫の世話，広場舞，中国の民謡（秧歌）を歌い踊る，家事，洗濯，買い
物
・世代間のギャップは無い：息子の嫁との間で世代間のいざこざも無い。
・子供の配偶者は皆モンゴル人なので。子供が選んだ人なら漢族でも良い。
・もしも子供が日本で生活する場合，孫の面倒を見るために日本へ行って生活する。
　 孫の面倒だが，子供に何かサポートしてやりたいから。自分の晩年は子供に頼るしかないから，
政府には頼れないから。
・年金（養老金）はみんな平均的に 100元 /1カ月程度。これは元の居住区の政府から支給される。
　 以前は支給が無かったから，それに比べればましだ。住民票は故郷に残している。こちらの東
勝区に移すことのメリットはないから。移せば年金も受給できなくなる。
Q：子供配偶者はモンゴル人を望むか？
A：即座に 2名が「モンゴル人が良い」と回答。
・オルドスは発展している。
・子供たちは皆自分の家を購入した。親たちは資金援助はしていない。
　逆に親に家を購入してあげた人もいる（一般論）。
4―Ⅳ：康巴什と東勝区の間の政策移民居住区住民 2017年 8月 25日 9：45～ 10：30
（木陰に所在なく座る移民老女 2名に Y氏がモンゴル語で世間話し）
4―Ⅳ―A：老婦人（65歳）
・ 年金額や娘がアパートを購入してくれたことを考慮すると，この地区では裕福なレベルに属す
る。
・この移民区の居住者はほとんど 60歳以上（60歳以下は少ない）
・アパートは 70m2～ 107m2/1戸，価格は 1000元 /1m2
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図 8　家族・親族構成
・本人 65歳，夫 72歳。夫の年金は毎月 2600元，妻のそれは 350元。
・娘が購入してくれた，この居住区で最大面積のアパートに居住。
・ 子供は 2女 3男で皆東勝区に住む。内 2名（45歳長男と 38歳三男）はガソリンスタンドで就
業するが，ほかの 3名は定職無し。
・部屋は皆個人で購入する。金が無ければ子供の名前で購入する（自分のは長女が買ってくれた）
　この移民区で最大面積の 107m2を買った（107,000元）
・ 東勝区住民も買うことができる（東勝区住民で 17年在住の T氏は，「移民しか買えない」と
考えていた）（感想：物件のグレードが低すぎて，東勝区在住の高所得者の T氏が居住や投資
目的で購入を考える対象にもならないはず，購入するメリットは無いような物件：住所，環境，
建物のグレード面で）
・ 2016年 10月に転入（居住期間は 10カ月ほど）。元の村は罕台（or抬）鎮九城功村（注：この
移民区から比較的近い）で，“十个全覆盖 ·”条件を満たしていなかったので，立ち退きさせら
れた。家も壊した。しかし，まだ村に土地は持っている。農地は 3ムー /1人分配されるはずが，
長女は嫁に行ったので減らされて6人ぶんのみの配分を受けて 18ムーある。今でも蕎麦 3ムー，
トウモロコシ 1.5ムー，ジャガイモ 1.5ムー合計 6ムーを労賃を払って他人に育ててもらって
いる。ほかの 5ムーは無償で人に貸し，残りの 7ムーは放ったらかしのまま。
・ ここの移民区は若い者は買っても来て居住しない。「住みたくない」と言う，だからこの移民
区の居住者には 50歳以下は少ない。自分たちもずっとここに住み続けるかどうかわからない。
・ 自分の年金（養老金）は 350元 /1月。標準額は 550元～ 590元 /1月で自分の年金が少ない
のは，予防接種を受けていないせい。
・ 夫（72歳）は，現役時代は供 社（購買販売協同組合：「農協」の社会主義中国版）で会計をやっ
ていたので，年金は 2600元 /1月ある。「国家の政策は素晴らしい」。
4―Ⅳ―B：老女（69歳）
・この移民居住区生活へのネガティブな気持ちを吐露。
・ 故郷の家は壊したが土地はあり，一部は無料で貸し出したり，労賃を払って蕎麦やジャガイモ
を栽培したりしている。
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図 9　家族・親族構成
・自分達夫婦と子供 5人
・嫁に行った娘へ土地の配分は無い。
・70m2× 1000元の部屋を自分で購入した。ローンを組んで毎月返済している。
・ 元の家は罕台（or抬）鎮 shilei村（注：この移民区から比較的近い），現地にまだ土地はある
が農業はやらず放置したまま。
・石炭が産出されるから「炭鉱区移民（ 区移民）」と自認している。
・区の住民のほとんどは漢族だった。
・ 夫と 2人で 12ムーの土地を配分されていた。土地が失われて農業が出来なくなったので，補
償金は 1万元 /1年で年に 2回に分けて支給される。
・自分の年金は 550元 /1月。
5．まとめに代えて―予備調査の発展に向けて
　東勝区での予備調査から以下のような知見が得られた。
Ⅰ．東勝区の階層と居住区の棲み分け
　東勝区は複数の階層グループによって棲み分けがなされている。まず中・高所得層は区の中心部
の高層分譲マンションに住む。それ以外の住民は区の市街地周辺部の安価なマンションに居住する。
また生態移民と言われる移住による転入者も市街地の周辺地域や，郊外の鎮に建設された移民のた
めの集合住宅に住む。基本的にマンションやアパートは分譲で，各自の資産形成に役立っている。
　また，東勝区の区政府（区役所）から南南西の方向へ，包頭と東勝区を結ぶ高速道路のインター
チェンジに向かう地域は東勝区の発展から取り残された旧地区である。こうした棲み分けがオルド
ス市の都市計画そのものに入っていたのかは興味深いテーマとなる。
Ⅱ．移住動機の違い
　転入の動機は図 10にあるように集団的動機と個人的動機とに二分されさらに下位分類ができる。
　今回の予備調査では，炭鉱区移民は 4―Ⅳ―Bのみであったが，生態移民の居住先は通りすがりに
移民区の掲示欄から判明した S街道 B移民区がそれに該当することが分かった9）。また，土地の立
ち退きはえてして補償金の不公正な配分をめぐって信訪（陳情）活動を誘発するが，今回の調査で
9）この移民区の名称は「 拉塔」で，生存条件の劣悪な地区の農民を村ごと移住させており，都市部への移住後は
彼らの集団資産処置権，土地請負経営権を確保させ，移住に伴う不利益の最小限化が図られている〔丁志光 2010：9〕。
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はそこまでは視野に入らなかったが，内モンゴル自治区出身の社会学者らの研究10）があるので，そ
れらのフォローも今後の課題である。さらに，転業移民は，故郷の生活に希望を見い出せず，にわ
かに勃興が始まった砂漠のオアシスへ人生の活路を求めて積極的に移住してきた点が他の移住者と
は異なる。また，彼らの多くが一足先に移住した兄弟姉妹や親族を頼ってきている点も興味深い。
　今回の予備調査では孫の世話をするために老女が東勝区に転入（時には一時的）しているという
パターンが特徴的だった。インフラ整備が道路網や高層ビルの建設に偏って，社会福祉などのソフ
ト面での整備が遅れている点が明らかとなった。
Ⅲ．移民の精神世界
　水道の蛇口を捻るとふんだんに出てくる浄水，部屋に設置されたスチーム暖房，窓から隙間風の
入って来ない住宅。これらは農牧民移民にとって，半砂漠化した土地での居住時代には夢のような
生活である。しかし，このことが彼らの幸福感と直結することを必ずしも意味しない。
　今回の予備調査では孫の世話をするために老女が東勝区に転入（時には一時的）しているという
パターンが特徴的だった。有意抽出によってサンプルの代表性が欠けているからという解釈も許さ
れるが，インフラ整備が道路網や高層ビルの建設に偏って，社会福祉などのソフト面での整備が遅
れている現実を示唆している。特に故郷に農牧地を残している老人は「故郷へ帰りたい」と言い，「孫
の世話が終わったら故郷へ帰りたい」という声が少なくなかった。
　また 4―Ⅳ（生態移民が居住）では，「若い人はここにいない」とか「50歳以下はここには住まな
い」という声が聞かれた。これは何を意味するのか？東勝区の市街地周辺地域ならともかく，4―Ⅳ
（生態移民が居住）の移民団地は，東勝区，康巴什新区のいずれへも 10数 kmの距離がある。4―Ⅳ
の内部はブロックごとに「田園都市某区」という麗しい名称がつけられているものの，団地の真ん
中の広場に設けられたバス停の時刻表を見るとは，東勝区行きのバスの初発時刻は朝 9時半であっ
た。東勝区市街地（人口の集住地，ここ以外の郊外地区は人口はまばら）での就業，通院や通学が
全く想定されていないことを意味する。ここでは，故郷ではまだ働いている年齢の居住者が昼日中，
仕事もなく所在無げに木陰に座っている姿が印象的だった。この移民区の住宅は一見したところ北
欧のそれを想起させるように美しかった。雲一つない真っ青な空の下に，赤茶色の壁，白や薄いベー
ジュの屋根や窓枠の高層ビル群はおとぎ話に出てくるようなメルヘンを連想させるものであった
が，その中での生活の現実とのギャップは極めて大きく，その分析ができるような二次調査の設計
10）内モンゴル自治区の立退きに絡む補償金紛争を正面から取り上げた経験的研究の嚆矢は〔楊常宝 2016〕である。
また〔周 2015〕も複数の少数民族地域での紛争と衝突を論じている。
集団的移住
　　生態移民
　　開発型立ち退き移民
個人的移住／転居
　　転業移民
　　子供との同居や近居
　　孫の世話をするための一時的転居
図 10　動機による移住のタイプ
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が必要である。
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Migration and Development in Ordos
― Reconstruction of Life and Stratification of the Community in Dengsheng Ward ―
Youko MATSUDO
要　　旨
　オルドスは内モンゴル自治区の西方にあり，行政区の康
カ ン バ シ
巴什新区はゴーストタウンとして世界に名
を馳せているが実態はそれほど単純ではない。この地域は「西部大開発」の号令の下，石炭や天然ガ
ス，レア・アースなどを柱とする資源依存型産業と不動産や各種インフラの建設で高度経済成長が続
いている。行政区康巴什の生活区に当たるのが東勝区で，巨額の資金を投じた開発の下で多くの移住
者を吸収するとともに，農牧民の都市への移住も奨励された。東勝区での予備的な調査の結果，東勝
区で起こっているのは，①転出地の特性に応じた転入先での棲み分け，② 50歳を超える「生態移民」
や「立ち退き移民」は就業せず，補助金依存の無為な日々を送っていること，③就労する子供世帯を
サポートすべく，老人（婆）たちが孫の面倒を見るために遠隔地から来て何年も子供家族と同居する
点などである。「退耕還林」を進めることを運命づけられた砂土の都市での実験は続いている。
